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郵
便
制
度
の
登
場

チ
ュ
ー
ダ
ー
王
朝
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
ヘ
ン
リ

ー
八
世
は
自
身
の
書
簡
を
遠
方
に
送
付
す
る
た
め
一

五
一
六
年
に
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
メ
ー
ル
」
を
創
設
し
た

が
、
そ
れ
か
ら
一
○
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
一
六
三

五
年
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
が
一
般
の
人
々
も
利
用
で

き
る
郵
便
制
度
を
整
備
し
た
。
し
か
し
配
達
費
用
は

大
変
に
高
価
で
あ
っ
た
た
め
富
裕
な
人
々
し
か
利
用

で
き
な
い
制
度
で
あ
っ
た
し
、
配
達
は
襲
撃
さ
れ
る

危
険
な
仕
事
で
あ
り
、
配
達
す
る
人
間
は
拳
銃
を
所

持
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

こ
の
イ
ギ
リ
ス
で
一
八
四
○
年
に
ロ
ー
ラ
ン
ド
・

ヒ
ル
（
図
１
）
と
い
う
発
明
の
才
能
が
あ
る
教
師
が

革
命
を
実
現
し
た
。
配
達
料
金
を
全
国
均
一
に
し
、

代
金
は
事
前
に
購
入
し
た
切
手
を
貼て

ん
ぷ付

す
る
こ
と
に

よ
っ
て
支
払
う
と
い
う
現
在
に
ま
で
継
続
し
て
い
る

郵
便
制
度
の
発
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
発
行
さ
れ

た
の
が
「
ペ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
」
と
い
う
切
手
（
図

２
）
で
あ

り
、
こ
れ

を
封
筒
に

一
枚
貼
付

す
る
こ
と

に
よ
り
配

達
料
金
の

支
払
い
が

完
了
す
る

と
い
う
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
制
度
の
導
入
で

あ
る
。

こ
の
郵
便
制
度
は
急
速
に
世
界
に
浸
透
し
、
一
八

六
五
年
に
設
立
さ
れ
た
世
界
最
古
の
国
際
組
織
「
国

際
電
気
通
信
連
合
」
に
は
出
遅
れ
た
も
の
の
、
一
八

七
四
年
に
「
万
国
郵
便
連
合
」
が
発
足
し
た
。
そ
の

基
本
精
神
は
「
地
球
の
す
べ
て
の
地
域
相
互
を
固
定

料
金
で
送
付
す
る
」「
国
際
郵
便
も
国
内
郵
便
も
同

様
に
対
処
す
る
」「
国
際
郵
便
の
料
金
は
各
国
が
徴
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件
（
図
３
）
が
発
生
、
前
島
は
艦
隊
の
隊
員
を
接
遇

す
る
浦
賀
奉
行
の
井
戸
弘
道
に
随
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
医
学
よ
り
も
海
防
や
国
防
が
重
要
だ

と
気
付
き
、
そ
の
方
向
を
目
指
す
こ
と
に
転
向
し
た
。

そ
の
時
期
に
、
幕
府
の
外
国
奉
行
で
条
約
交
渉
を

担
当
し
た
岩
瀬
忠た

だ
な
り震
や
軍
艦
教
授
所
の
教
授
の
竹た

け
の
う
ち内

貞さ
だ
も
と基
な
ど
に
出
会
う
機
会
が
あ
り
、
幕
府
が
東
京
築

地
に
開
所
し
た
軍
艦
操
練
所
の
生
徒
と
な
る
恩
恵
を

享
受
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
歴
か
ら
一
八
六
二
（
文
久

二
）
年
に
長
崎
に
留
学
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
立
教

大
学
を
創
設
す
る
チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ（
図

４
）
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
香
港
経
由
で
来
日
し
て
英
語

教
師
と
な
る
グ
イ
ド
・
フ
ル
ベ
ッ
キ
（
図
５
）
に
英

語
を
教
授
さ
れ
る
な
ど
の
機
会
が
あ
っ
た
。

明
治
政
府
に
出
仕

一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
に
な
り
、
薩
摩
藩
士

収
し
各
国
で
使
用
す
る
」
で
あ
り
、「
万
国
郵
便
連

合
憲
章
」
で
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
郵
便
制
度
を
日

本
に
導
入
し
た
人
物
を
今
回
は
紹
介
す
る
。

医
学
か
ら
国
防
に
転
換

そ
の
人
物
で
あ
る
前
島
密
は
一
八
三
五（
天
保
六
）

年
に
越
後
国
頸く

び
き城
郡ぐ

ん

下
池
部
村
（
現
在
の
新
潟
県
上

越
市
）
の
豪
農
で
あ
る
上
野
助す

け

え

も

ん

右
衛
門
の
次
男
と
し

て
誕
生
し
た
。
幼
名
は
房ふ

さ
ご
ろ
う

五
郎
で
あ
る
。
し
か
し
生

後
八
ヶ
月
の
と
き
に
父
親
が
死
亡
し
た
た
め
、
四
歳

に
な
っ
た
と
き
に
母
親
と
と
も
に
高
田
に
移
住
し
、

糸
魚
川
藩
の
藩
医
で
あ
っ
た
叔
父
の
相あ

い
ざ
わ沢
文ぶ

ん
ち
ゅ
う仲
の

家
庭
に
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
毎
日
、

患
者
の
診
断
や
医
薬
の
調
合
な
ど
を
見
聞
し
、
医
学

を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
一
二
歳
に
な
っ
た
一
八

四
七
（
弘
化
四
）
年
に
医
学
の
勉
強
の
た
め
江
戸
に

旅
立
ち
、
幕
府
の
官
医
で
あ
る
添
田
玄げ

ん
さ
い齋

や
長
尾

全ぜ
ん
あ
ん庵

に
師
事
し
、
医
学
の
勉
強
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
に
浦
賀
に
ア
メ

リ
カ
の
ペ
リ
ー
艦
隊
が
来
航
す
る
と
い
う
驚き

ょ
う
が
く愕
の
事

図 3 黒船来航（1853）

図 4 Ch. ウイリアムズ（1829-1910）

図 5 G. フルベッキ（1830-98）
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ら
に
今
後
の
日
本
の
長
期
の
発
展
を
考
慮
す
れ
ば
、

東
北
へ
の
発
展
が
必
須
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
も

江
戸
は
大
坂
よ
り
有
利
な
位
置
に
あ
る
と
い
う
国
土

計
画
の
視
点
か
ら
も
江
戸
遷
都
を
主
張
し
た
。
長
期

の
視
点
で
国
家
を
構
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

官
営
の
郵
便
制
度
の
創
設

こ
の
よ
う
に
活
躍
し
た
前
島
だ
が
、
一
般
に
有
名

な
の
は
一
円
の
普
通
切
手
の
肖
像
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
切
手
の
デ
ザ
イ
ン
は
何
年
か
で
更
新

さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
一
円
切
手
の
み
は

一
九
五
二
年
に
前
島
密
の
肖
像
を
採
用
し
て
以
来
、

七
五
年
間
ほ
ぼ
同
一
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
（
図
６
）。

そ
れ
は
日
本
の
郵
便
制
度
を
創
設
し
た
こ
と
へ
の

敬
意
の
表
明
で
あ
る
。
郵
便
に
関
係
し
て
現
在
も
使

用
さ
れ
て
い
る「
切
手
」「
葉
書
」「
手
紙
」「
小
包
」「
為

替
」「
書
留
」
な
ど
は
前
島
が
導
入
し
た
言
葉
で
あ
る
。

こ
の

郵
便
制

度
の
創

設
を
支

援
し
た

の
は
一

八
五
九

（
安
政

六
）
年

か
ら
長
崎
で
高
杉
晋
作
、
大
隈
重
信
な
ど
に
英
語

を
指
導
し
た
チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
で
あ
る
。

前
島
は
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
に
長
崎
で
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
か
ら
英
語
を
学
習
し
て
い
た
が
「
通
信
は
国

家
に
と
っ
て
人
間
の
血
液
の
よ
う
な
存
在
で
血
管
は

駅え
き
て
い逓

で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
、
実
際
に
外
国
か
ら
切

手
を
貼
付
し
て
送
付
さ
れ
て
き
た
封
書
を
紹
介
さ
れ

て
い
た
。

そ
こ
で
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
に
政
府
の
民
部

の
鮫
島
誠
造
か
ら
同
藩
の
開
成
所
の
英
語
教
師
に

な
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
赴
任
す
る
が
、
一
年
で
江

戸
に
帰
還
し
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
幕
臣

の
子
弟
に
蘭
学
や
英
学
を
教
育
す
る
「
開
成
所
（
東

京
大
学
の
源
流
）」
の
教
授
と
な
る
。
し
か
し
社
会

が
開
国
の
方
向
に
急
速
に
転
換
す
る
気
配
に
な
り
、

兵
庫
港
（
現
在
の
神
戸
港
）
が
外
国
へ
開
港
す
る

と
い
う
情
報
を
入
手
し
、
教
授
を
退
任
し
て
兵
庫

奉
行
の
柴
田
剛た

け
な
か中
に
懇
願
し
て
奉
行
手
付
と
し
て

勤
務
す
る
。

し
か
し
社
会
は
急
変
し
て
お
り
、
江
戸
幕
府
の
第

一
五
代
将
軍
の
徳
川
慶よ

し
の
ぶ喜
が
大
政
奉
還
を
朝
廷
に
提

出
し
、
王
政
復
古
と
な
っ
て
兵
庫
奉
行
も
消
滅
、
徳

川
宗そ

う
け家
も
徳
川
家い

え
さ
と逹
が
第
一
六
代
当
主
と
な
っ
た
。

前
島
は
家
逹
に
出
仕
し
、
江
戸
か
ら
静
岡
に
移
住
し

て
く
る
士
族
を
救
済
す
る
役
目
と
な
り
、
住
居
の
整

備
や
授
産
施
設
の
建
設
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

る
。
明
治
政
府
は
大
隈
重
信
が
中
心
と
な
っ
て
制
度

改
革
を
実
行
す
る
た
め
「
改か

い
せ
い正

掛が
か
り」

が
設
置
さ
れ
、

前
島
も
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
島
は
明
治
政
府
で
様
々
な
改
革
を
推
進
す
る
が
、

第
一
の
仕
事
は
江
戸
遷
都
で
あ
る
。
当
初
は
大
坂
へ

の
遷せ

ん
と都

が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
前
島
は
江
戸
へ
の
遷

都
を
主
張
し
、
明
治
元
年
三
月
、
太だ

い
じ
ょ
う
か
ん

政
官
で
あ
り
大

坂
へ
の
遷
都
を
主
張
し
て
い
た
大
久
保
利
通
に
「
江

戸
遷
都
へ
の
献
言
」
を
提
出
し
た
。
そ
の
理
由
と
し

て
大
坂
は
商
業
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
お
り
衰

退
の
心
配
が
な
い
が
、
二
五
〇
年
以
上
も
日
本
の
中

心
で
あ
っ
た
江
戸
の
経
済
規
模
を
維
持
す
る
た
め

に
は
首
都
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見
で
あ

る
。さ

ら
に
開
国
し
て
外
国
と
の
交
流
が
進
展
す
れ
ば

江
戸
は
既
存
の
都
市
施
設
が
充
実
し
て
い
る
し
、
都

市
が
発
展
す
る
背
後
の
空
間
に
も
余
裕
が
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
日
本
の
近
世
の
発
展
の
舞
台
で
あ
っ
た

都
市
を
維
持
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
主
張
し
た
。
さ

図
6 

一
円
切
手
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と
し
て
苦
境
に
あ
る
。
日
本
の
郵
便
物
数
は
二
○
〇

一
年
ま
で
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
そ
こ
を
頂
点

と
し
て
減
少
に
転
換
し
、
二
〇
二
四
年
に
は
最
大
時

点
の
半
分
に
減
少
し
て
い
る
し
、
投
函
す
る
郵
便
ポ

ス
ト
も
二
一
世
紀
初
頭
の
一
八
万
六
〇
○
〇
か
ら
最

近
で
は
一
七
万
四
○
〇
〇
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の

減
少
の
影
響
も
あ
り
、
郵
便
の
送
付
費
用
も
上
昇
し

て
い
る
。

文
書
な
ど
書
類
を
作
成
し
、
付
近
の
郵
便
ポ
ス
ト

ま
で
出
掛
け
て
投
函
し
、
遠
方
に
よ
っ
て
は
到
着
ま

で
数
日
が
必
要
と
い
う
郵
便
は
便
利
と
い
う
視
点
か

ら
だ
け
で
は
電
気
通
信
に
凌り

ょ
う
が駕
さ
れ
て
い
く
こ
と
は

必
然
の
趨す

う
せ
い勢
で
あ
る
。
し
か
し
、
表
示
装
置
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
表
示
さ
れ
る
無
味
乾
燥
な
文
字
や
図
版
と

比
較
し
て
、
手
紙
に
よ
る
紙
面
に
は
文
章
の
内
容
以

外
の
様
々
な
情
報
が
内
在
し
て
い
る
。
こ
れ
を
情
緒

と
名
付
け
れ
ば
、
社
会
を
円
滑
に
す
る
重
要
な
手
段

で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
の
世
界
に
旋
風
を
も
た
ら
し
た
カ

ナ
ダ
の
英
文
学
者
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
に

「
メ
デ
ィ
ア
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
」
と
い
う
有
名

な
言
葉
が
あ
る
。
同
じ
言
葉
で
も
電
話
と
手
紙
で
は

相
手
に
伝
達
さ
れ
る
内
容
に
差
異
が
あ
る
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
急
速
に
電
気
通
信
が
席せ

っ
け
ん巻
し
て
い
く
社

会
に
あ
っ
て
、
前
島
の
肖
像
の
一
円
切
手
を
使
用
し

な
が
ら
、
電
気
通
信
で
は
な
い
情
報
媒
体
（
メ
デ
ィ

ア
）
が
伝
達
す
る
内
容
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
再
考
す

る
こ
と
が
必
要
な
時
代
で
あ
る
。

省
駅え

き
て
い
し

逓
司
の
権ご

ん
の
か
み正

（
次
官
相
当
）
に
な
っ
た
機
会
に

郵
便
制
度
の
創
設
を
建
議
し
た
。
直
後
に
イ
ギ
リ
ス

に
出
張
す
る
が
、
留
守
の
期
間
に
後
任
の
杉
浦
譲ゆ

ず
るに

継
承
し
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
三
月
一
日
（
新

暦
の
四
月
二
〇
日
）
に
杉
浦
に
よ
っ
て
東
京
と
大
阪

の
区
間
で
官
営
郵
便
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
が

現
在
の
郵
便
記
念
日
の
背
景
で
あ
る
。
そ
の
初
代
駅え

き

逓て
い
の
か
み頭
に
な
っ
た
の
は
和
歌
山
県
広
村
で
津
波
か
ら

村
民
を
救
済
し
た
こ
と
で
有
名
な
濱
口
梧ご

り
ょ
う陵
で
あ

る
。帰

国
し
た
前
島
は
郵
便
事
業
の
官
営
に
反
対
の

濱
口
と
意
見
が
対
立
し
、
大
隈
重
信
な
ど
の
判
断

で
濱
口
が
罷ひ

め
ん免
さ
れ
、
前
島
が
交
替
し
て
駅
逓
頭

に
就
任
す
る
と
い
う
事
件
に
な
っ
た
が
、
前
島
は

一
八
七
七
（
明
治
一
○
）
年
に
駅
逓
局
長
、
七
九

（
明
治
一
二
）
年
に
駅
逓
総
監
、
八
八
（
明
治
二
一
）

年
に
逓
信
次
官
に
出
世
し
、
九
一
（
明
治
二
四
）

年
ま
で
在
職
し
た
。
日
本
の
郵
便
制
度
の
発
祥
か

ら
社
会
に
定
着
す
る
ま
で
郵
便
事
業
に
関
係
し
た

わ
け
で
、「
日
本
近
代
郵
便
の
父
」
の
称
号
に
ふ
さ

わ
し
い
功
績
で
あ
る
。

前
島
は
郵
便
事
業
を
官
営
で
普
及
さ
せ
た
こ
と
で

有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
様
々
な
分
野
で
業

績
が
あ
り
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
五
六
歳

で
逓
信
次
官
を
辞
任
し
て
以
後
も
多
数
の
分
野
で
活

躍
し
、一
九
〇
四（
明
治
三
七
）年
か
ら
一
九
一
〇（
明

治
四
三
）
年
ま
で
貴
族
院
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
以

外
に
、
日
本
海
員
掖え

き
さ
い
か
い

済
会
理
事
長
、
国
語
調
査
委
員

長
な
ど
の
公
職
、
北
越
鉄
道
株
式
会
社
社
長
、
日
清

生
命
保
険
社
長
な
ど
民
間
で
も
活
躍
し
、
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
に
逝
去
し
た
。

転
換
に
直
面
し
て
い
る
郵
便

携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
衛
星
通
信
な
ど

電
気
通
信
技
術
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
郵
便
は
事
業

つ
き
お 

よ
し
お

一
九
四
二
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。
工
学
博
士
。
名
古

屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
、
総
務
省
総
務
審
議
官
な
ど
を
経
て

東
京
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
通
信
政
策
、
仮
想
現
実
。
趣
味
は
カ

ヤ
ッ
ク
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
。
著
書
は
『
縮
小
文
明
の
展

望
』『
先
住
民
族
の
叡
智
』『
転
換
日
本
』『
凛
々
た
る
人
生
』『
爽
快

な
る
人
生
』『
意
志
あ
る
人
生
』
な
ど
多
数
。


